
第
三
章

擦
文
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化

第
一
節

北
海
道
の
古
代

第
一
項

南
と
北
の
文
化
流
入
と
文
化
変
様

本
州
で
は
六
世
紀
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
、
寺
院
の
建
設
な
ど
大
き
な
社
会
組
織
の

変
化
と
と
も
に
、
新
文
化
、
む
し
ろ
文
明
の
影
響
が
強
ま
り
、
十
七
条
の
憲
法
の
制
定

な
ど
古
代
国
家
の
形
成
を
迎
え
る
。
周
囲
の
諸
国
家
と
の
交
流
も
深
ま
り
、
急
速
な
文

化
変
化
が
進
行
す
る
。
古
墳
時
代
の
終
り
が
ほ
ぼ
六
世
紀
、
仏
教
寺
院
が
多
く
造
ら
れ

る
飛
鳥
時
代
が
七
世
紀
、
平
城
宮
と
い
う
奈
良
の
都
が
栄
え
た
の
が
八
世
紀
、
京
都
に

都
が
移
り
、
そ
れ
か
ら
鎌
倉
時
代
が
始
ま
る
ま
で
が
平
安
時
代
で
、
こ
の
頃
ま
で
を
古

代
と
言
っ
て
い
る
。
千
歳
市
内
の
遺
跡
か
ら
は
こ
れ
ら
の
時
代
を
示
す
色
々
な
遺
物
が

発
見
さ
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
の
土
器
や
貨
幣
、
奈
良
時
代
の
土
器
や
刀
、
飛
鳥
時
代

の
土
器
な
ど
本
州
で
発
見
さ
れ
る
の
と
同
様
の
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
発
掘
さ
れ

た
住
居
の
様
子
も
似
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
本
州
の
古
代
の
遺
物
が
北
海
道
の
考
古
学
的
な
発
掘
で
注
意
さ
れ
、
組

織
的
な
研
究
が
始
ま
っ
た
の
が
昭
和
六
年
の
江
別
市
旧
江
別
兵
村
と
千
歳
市
千
歳
神
社

裏
遺
跡
の
調
査
で
あ
っ
た
。
こ
の
千
歳
神
社
裏
遺
跡
の
調
査
で
出
土
し
た
土
器
が
擦
文

土
器
と
報
告
さ
れ
、
全
国
的
に
擦
文
土
器
の
名
称
が
定
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ

ら
の
遺
跡
の
調
査
に
は
、
河
野
広
道
、
名
取
武
光
、
後
藤
寿
一
、
高
倉
新
一
郎
等
が
か

か
わ
っ
て
い
た
。
そ
こ
へ
本
州
か
ら
喜
田
貞
吉
、
杉
山
壽
栄
男
、
後
藤
守
一
等
が
調
査

に
参
加
し
て
大
々
的
に
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。
さ
ら
に
千
歳
神
社
裏
遺
跡
を
報
告
し
た

河
野
は
東
京
大
学
の
八
幡
一
郎
と
連
絡
を
と
り
あ
っ
て
い
た
。
考
古
学
も
出
土
遺
物
や

遺
跡
に
つ
い
て
夢
想
・
空
想
的
な
話
を
す
る
段
階
か
ら
、
証
拠
に
基
づ
い
て
妥
当
と
判

断
さ
れ
る
結
果
を
尊
重
す
る
科
学
的
な
態
度
を
示
す
よ
う
に
転
換
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。北

海
道
で
は
こ
の
時
期
に
擦
文
土
器
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
土
器
の
時
代
と
な
る
。
大
陸
で

は
靺
鞨
が
所
属
し
て
い
た
高
句
麗
が
中
国
の
隋
に
攻
め
ら
れ
、
ま
た
唐
に
攻
撃
さ
れ
る

と
い
う
状
況
か
ら
、
靺
鞨
も
自
立
を
図
る
か
、
新
た
な
新
羅
な
ど
に
所
属
を
変
え
る

か
、
ま
た
戦
火
を
の
が
れ
て
日
本
へ
向
か
う
な
ど
の
動
き
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ら
し

い
。
欽
明
天
皇
五
年
に
佐
渡
に
粛
愼
が
来
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
日
本
書
紀
に

記
さ
れ
た
「
粛
愼
」
は
靺
鞨
の
こ
と
で
、
ど
ち
ら
も
訓
で
は
「
あ
し
は
せ
」
と
読
ん
で

い
た
（
寺
島
一
七
一
二
、
児
島
一
九
八
四
）。
北
海
道
に
来
た
靺
鞨
は
、
中
国
で
は
「
莫

設
靺
鞨
」（
通
典
）、「
莫
曳
皆
靺
鞨
」（
唐
会
要
）、「
莫
曳
靺
鞨
」（
新
唐
書
）
と
記
さ

れ
て
い
た
と
和
田
清
は
考
え
て
い
る
。
七
世
紀
の
前
半
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
日

本
側
で
は
、
そ
れ
を
日
本
書
紀
で
は
「
粛
愼
国
」、
続
日
本
紀
と
多
賀
城
碑
で
は
「
靺

鞨
国
」と
記
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、そ
の
人
々
の
考
古
学
的
な
遺
跡
は
オ
ホ
ー

ツ
ク
文
化
の
遺
跡
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

擦
文
文
化
は
続
縄
文
文
化
の
南
半
の
人
々
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化

に
は
続
縄
文
文
化
の
北
半
の
人
々
が
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化

の
形
成
過
程
に
は
違
い
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
区
分
の
指
標

と
な
る
土
器
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
北
大
式
の
土
器
は
、
土
師
器
の
文
化
の

影
響
に
よ
り
、
縄
文
を
失
い
沈
線
文
に
よ
る
施
文
を
主
体
に
し
た
土
器
を
形
成
す
る
。

道
北
の
北
大
式
は
、
サ
ハ
リ
ン
系
の
鈴
谷
式
の
影
響
に
よ
り
、
縄
文
を
失
い
、
沈
線
や

刻
文
を
主
体
に
し
た
土
器
を
形
成
す
る
。
南
部
で
は
擦
文
、
北
部
で
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
式

と
呼
ば
れ
る
の
だ
が
、
両
者
と
も
に
外
反
し
た
口
縁
部
に
円
形
刺
突
文
を
巡
ら
せ
る
北

大
式
か
ら
受
け
継
い
だ
共
通
の
特
徴
を
保
持
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
を
擦
文
・
オ
ホ
ー

ツ
ク
文
化
の
初
頭
と
す
る
。
や
が
て
初
期
の
擦
文
土
器
は
土
師
器
あ
る
い
は
そ
れ
に
伴

う
擦
文
土
器
へ
と
変
遷
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
の
初
期
の
刻
文
土
器
は
貼
付
浮
文
土
器
へ

移
行
す
る
。
土
師
器
と
貼
付
浮
文
土
器
に
は
共
に
蕨
手
刀
を
伴
う
。
こ
の
時
期
ま
で
を

２４８
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前
期
と
す
る
。土
師
器
と
貼
付
浮
文
土
器
の
時
期
が
前
期
後
半
に
相
当
す
る
。そ
の
後
、

千
歳
地
方
で
は
本
州
か
ら
渡
来
し
た
ロ
ク
ロ
製
の
土
師
器
・
須
恵
器
が
擦
文
土
器
に
伴

う
中
期
と
な
る
。
こ
の
中
期
中
ご
ろ
に
白
頭
山
・
苫
小
牧
火
山
灰
（
町
田
他
一
九
八
一
）

が
認
め
ら
れ
、
こ
の
一
〇
世
紀
中
頃
の
火
山
灰
の
上
下
で
土
器
の
特
徴
が
変
化
す
る
傾

向
が
あ
り
、
中
期
の
前
半
と
後
半
に
相
当
す
る
よ
う
で
あ
る
。
中
期
の
土
器
に
は
横
線

が
多
数
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
後
期
に
は
そ
れ
が
な
く
な
る
。
後
期
の
土
器
に
も

綾
杉
文
が
多
く
施
文
さ
れ
る
前
半
期
と
細
い
沈
線
に
よ
る
鋸
歯
文
等
の
施
文
が
特
徴
的

な
後
半
期
と
に
区
分
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
擦
文
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
全
体
を
前
中

後
の
三
期
に
区
分
し
各
期
を
前
後
に
二
分
し
て
計
六
期
と
し
て
そ
の
変
遷
を
考
え
る
こ

と
と
す
る
（
図
３－

１
、
大
沼
一
九
九
六
ｂ
）。

道
北
で
は
中
期
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
か
ら
変
化
し
た
元
地
式
、
道
東
で
は
中
期
か
ら
後

期
前
半
に
か
け
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
の
系
譜
を
引
く
ト
ビ
ニ
タ
イ
式
が
認
め
ら
れ
、
擦
文

土
器
と
共
存
す
る
。

擦
文
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
時
代
は
、
北
海
道
に
住
む
人
々
が
南
と
北
に
分
離
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
前
期
前
半
の
状
況
か
ら
地
域
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
経
過
を
た
ど
り
な
が

ら
、
後
期
後
半
に
は
再
び
共
通
の
文
化
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
中
世
へ
と
移
行
し
て
ゆ

く
ま
で
の
時
代
で
あ
る
。

第
二
項

擦
文
前
期
の
文
化

初
期
の
擦
文
土
器
に
つ
い
て
は
、
長
ら
く
資
料
が
不
足
し
て
い
て
、
近
年
に
な
っ
て

や
や
理
解
が
深
め
ら
れ
た
情
況
で
あ
る
。
一
九
三
七
年
に
は
後
藤
寿
一
が
北
大
式
を
紹

介
し
て
、
擦
文
初
期
の
土
器
へ
言
及
し
て
い
た
（
後
藤
一
九
三
七
）。
名
取
、
河
野
に
よ

る
北
海
道
の
土
器
の
解
説
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
（
名
取
一
九
三
九
、
河
野
一
九

五
九
）、
一
九
六
二
年
に
名
取
武
光
・
峰
山
巌
が
一
九
五
三
年
に
発
掘
し
た
資
料
を
提

示
し
て
、
擦
文
式
土
器
Ａ
型
と
報
告
す
る
ま
で
広
く
知
ら
れ
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た

（
名
取
・
峰
山
一
九
六
二
）。
内
瘤
文
と
単
独
幾
何
学
文
は
擦
文
Ａ
の
装
飾
文
を
な
す
と
み

な
さ
れ
て
い
た
（
峰
山
一
九
六
三
）
が
、
こ
の
時
点
で
は
恵
山
式
と
の
区
分
等
に
不
備

が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
発
足
岩
陰
（
竹
田
一
九
六
三
）、
天
内
山
遺
跡
（
余
市
町
教
委
一
九

七
一
）
等
か
ら
類
例
が
出
土
し
た
が
、
出
土
例
が
少
な
く
十
分
な
理
解
が
進
ま
な
い
状

況
に
あ
っ
た
。
一
九
七
七
年
以
降
各
地
で
報
告
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
改
め
て
検

討
す
る
機
運
が
生
じ
た
。
明
治
七
年
に
十
勝
茂
寄
（
現
在
の
広
尾
町
）
か
ら
出
土
し
た

擦
文
文
化
前
期
前
半
期
に
属
す
る
完
形
土
器
が
市
立
函
館
博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
い

て
、
一
九
二
五
年
と
一
九
三
三
年
、
さ
ら
に
一
九
五
七
年
に
は
海
外
に
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
（K

idder
１９５７

）
こ
と
か
ら
こ
の
類
の
土
器
を
十
勝
茂
寄
式
と
称
し
、
解
明
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
（
大
沼
一
九
七
七
・
一
九
九
六
ａ
）。
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
中

ご
ろ
の
も
の
と
み
な
さ
れ
る
（
図
３－

２
）。

千
歳
市
内
で
は
、
ウ
サ
ク
マ
イ
Ａ
遺
跡
で
一
九
六
三
年
と
一
九
六
四
年
の
発
掘
に
よ

図３－１ 擦文・オホーツク土器の変遷
（「擦文・オホーツク文化と北方社会」月刊『考古学ジャーナ
ル』１２№４１１より）
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り
、
十
勝
茂
寄
式
の
類
が
出
土
し
た
。
ウ
サ
ク
マ
イ
地
区
で
は
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｎ
、
ふ
化
場

１
等
多
く
の
遺
跡
か
ら
こ
の
時
期
の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
末
広
、
キ
ウ

ス
５
・
７
、
美
々
８
遺
跡
等
市
内
全
域
に
認
め
ら
れ
る
。
恵
庭
市
西
島
松
５
遺
跡
（
北

埋
調
報
二
〇
〇
二
）
や
上
島
松
遺
跡
（
恵
庭
市
教
委
一
九
七
四
）
で
は
こ
の
時
期
の
墓
か

ら
多
量
の
武
器
類
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
同
様
な
武
器
類
の
出
土
し
た
こ
の
時
期
の
墓

は
江
別
市
江
別
神
社
遺
跡
（
江
別
市
教
委
一
九
八
二
）、
小
樽
市
蘭
島
遺
跡
（
小
樽
市
教
委

一
九
九
二
）、
余
市
町
天
内
山
遺
跡
等
に
認
め
ら
れ
る
。
時
期
は
十
勝
茂
寄
式
の
後
半

か
ら
末
頃
の
も
の
で
、
七
世
紀
前
半
か
ら
中
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
土
器
の
分
布
は

本
州
の
青
森
県
か
ら
十
勝
・
釧
路
方
面
に
及
び
、
内
陸
で
は
旭
川
市
付
近
に
達
し
て
い

る
。
竪
穴
住
居
跡
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
焼
土
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
領
域
内

で
季
節
的
に
狩
猟
、
漁
撈
、
採
集
の
た
め
移
住
し
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
太
平
洋
沿
岸
ば
か
り
で
な
く
道
南
か
ら
道
央
部
の
日
本
海
沿
岸
に
も
分
布

し
、
断
片
的
に
は
礼
文
島
な
ど
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
遺
跡
か
ら
も
出
土
す
る
。

一
方
初
期
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
に
突
瘤
文
を
伴
う
こ
と
は
戦
前
か
ら
注
意
さ
れ
て
い
た

が
、
浜
益
村
岡
島
洞
窟
で
擦
文
Ａ
的
な
土
器
と
伴
う
よ
う
な
出
土
状
態
が
報
告
さ
れ
た

（
図
３－

２－

１
・
２
、
大
場
一
九
六
一
）。
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
系
統
の
土
器
は
十
和
田
式

の
類
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
突
瘤
以
外
文
様
の
な
い
も
の
も
多
い
。
サ
ハ
リ
ン
の
十
和

田
式
と
は
や
や
異
な
り
、
口
縁
の
外
反
す
る
も
の
で
刻
文
や
沈
線
文
の
あ
る
も
の
も
認

め
ら
れ
、
稚
内
市
泊
内
遺
跡
（
稚
内
市
教
委
一
九
六
四
）
で
住
居
跡
と
と
も
に
発
見
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
泊
内
式
と
も
称
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
は
そ
の
後

の
刻
文
を
主
体
と
す
る
も
の
へ
と
続
き
、
礼
文
島
か
ら
、
日
本
海
側
で
は
現
在
奥
尻
島

に
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
で
は
、
稚
内
市
か
ら
羅
臼
町
、
根
室
市

等
の
道
東
、
さ
ら
に
択
捉
島
に
も
及
ん
で
い
る
。
十
勝
茂
寄
式
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
刻
文

土
器
に
は
、
土
師
器
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
（
宇
部
二
〇
〇
九
）、
ま
た
、
十
勝
茂
寄
式
の

分
布
す
る
恵
庭
市
の
茂
漁
８
遺
跡
で
、
完
形
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
刻
文
土
器
が
出
土
し
て

い
る
（
恵
庭
市
教
委
二
〇
〇
四
、
図
３－

２－

５
）。

七
世
紀
後
半
の
千
歳
市
域
に
は
そ
れ
ま
で
の
北
海
道
的
な
土
器
と
は
異
な
り
、
本
州

系
の
土
師
器
が
出
現
す
る
。
こ
の
初
期
の
集
落
は
ウ
サ
ク
マ
イ
地
区
の
遺
跡
、
末
広
遺

跡
、
祝
梅
三
角
山
Ｄ
遺
跡
、
丸
子
山
遺
跡
、
キ
ウ
ス
９
遺
跡
等
、
各
地
区
の
十
勝
茂
寄

式
の
時
期
の
遺
跡
の
後
を
引
き
継
ぐ
か
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
。

道
内
の
こ
の
時
期
の
土
師
器
の
集
落
を
伴
う
遺
跡
は
、
今
の
と
こ
ろ
余
市
町
、
小
樽

市
、
札
幌
市
、
江
別
市
、
岩
見
沢
市
あ
た
り
か
ら
南
、
太
平
洋
沿
岸
で
は
厚
真
町
あ
た

り
か
ら
西
に
限
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
の
貼
付
浮
文
土
器
の
時
期
の
集
落
分
布
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿

岸
を
主
と
し
て
い
る
が
、
日
本
海
側
で
は
留
萌
市
、
太
平
洋
沿
岸
で
は
浦
幌
町
あ
た
り

に
達
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
礼
文
島
で
は
貼
付
浮
文
土
器
と
共
に
沈
線
文
の
あ
る
オ

ホ
ー
ツ
ク
式
土
器
が
認
め
ら
れ
、
サ
ハ
リ
ン
の
南
貝
塚
式
の
類
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る

が
土
師
器
と
も
似
て
い
る
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
の
枝
幸
町
目
梨
泊
（
枝
幸
町
教
委
一

�
�
�
�
�
�
�

１：十和田式（泊内式）、２～４：十勝茂寄式
５：オホーツク式刻文土器、６：オホーツク式貼付
浮文土器、７・８：条係文のあるオホーツク式土器

１・２：石狩市岡島洞窟、３：ウサクマイＡ遺跡、
４：十勝茂寄、５：恵庭市茂漁８遺跡

�
�
�
�
�
�
�

（出典）１・２：浜益村『浜益遺跡』１９６１、３：ウサク
マイ遺跡研究会『烏柵舞』１９７５、４：kidder １９５７”The
Jomomon Pottery of Japan”Antibus Aslae Ascona
Switgland、５：恵庭市教委『茂漁７遺跡、茂漁８遺跡』
２００４、６：道埋文『ウサクマイＮ遺跡』北埋調報１５６
２００１、７・８：『美沢川流域の遺跡群��』北埋調報７７
１９９１
図３－２ 十勝茂寄式と道央部出土のオホーツク式土器
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九
九
四
）、
網
走
市
二
ツ
岩
、
羅
臼
町
ト
ビ
ニ
タ
イ
な
ど
の
こ
の
時
期
の
遺
跡
か
ら
は

同
時
期
の
土
師
器
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ウ
サ
ク
マ
イ
Ｎ
遺
跡
で
は
完
形
の
オ

ホ
ー
ツ
ク
式
の
貼
付
浮
文
土
器
（
図
３－

２－

６
）
が
出
土
し
て
い
る
（
北
埋
調
報
二

〇
〇
一
）。

十
勝
地
方
の
浦
幌
町
十
勝
太
の
墓
地
の
遺
跡
で
は
、
道
央
地
方
の
土
師
器
に
似
た
土

器
と
と
も
に
沈
線
文
の
多
い
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
十
勝
太
式
と
称
し
て

い
る
。
土
師
器
風
の
土
器
は
、
道
央
の
土
師
器
と
良
く
似
て
い
る
が
、
土
師
器
は
褐
色

の
土
器
で
あ
る
の
に
こ
れ
は
黒
色
を
呈
し
て
い
る
。
帯
広
市
で
も
認
め
ら
れ
る
（
北
沢

一
九
八
四
）。

第
二
節

古
代
史
と
蝦
夷

第
一
項

蝦

夷

古
代
の
蝦
夷
に
関
す
る
基
本
的
な
史
料
と
し
て
、
日
本
書
紀
の
記
事
が
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
坂
本
太
郎
（
一
九
五
六
）
の
研
究
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
に
つ
い
て

史
料
の
性
質
が
研
究
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
皇
極
元
年
の
記
事
か
ら
ほ
ぼ
事
実

と
し
て
信
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
記
事
に
よ
っ
て
は
諸
氏
の

家
記
に
よ
る
も
の
と
か
、
造
作
に
よ
る
と
か
信
用
の
度
合
い
を
異
に
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
、
も
っ
と
も
信
用
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
政
府
記

録
と
み
な
さ
れ
る
も
の
で
、
皇
極
紀
の
記
事
を
は
じ
め
と
し
て
越
の
国
に
関
す
る
一
連

の
記
事
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
越
の
あ
た
り
の
蝦
夷
が
数
千
人
「
内
附
」
す
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
渟
足
、
磐
船
の
柵
を
造
り
、
阿
倍
比
羅
夫
の
遠
征
へ
と
続
く

も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
末
は
持
統
天
皇
の
代
に
渡
嶋
の
蝦
夷
等
が
朝
貢
す
る
と
こ
ろ
に

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
七
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
末
葉
に
か
け
て
、
ま
た
そ
の
前
後
の
時
期
に
日
本
の
北
方

に
お
い
て
は
何
が
起
き
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
坂
本
は
、
そ
の
発
端
を
異
族
の
侵
入
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
解
し
て
い
る
。
歴
史
の
見
方
と
し
て
民
族
興
亡
史
と
い
う
見
方

が
あ
っ
た
が
、
北
海
道
に
異
族
が
侵
入
し
さ
ら
に
そ
こ
の
人
々
が
更
に
南
方
に
侵
入
し

て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
民
族
移
動
の
よ
う
な
状
況
を
想
定
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
異
族
に
つ
い
て
は
、
戦
前
一
九
三
九
年
に
喜
田
貞
吉
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
土
器

を
、
書
紀
の
粛
慎
人
の
遺
物
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
た
（
喜
田
一
九
三
九
）。
ま
た
戦
後

一
九
四
七
年
に
原
田
淑
人
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
が
粛
慎
の
文
化
で
は
な
い
か
と
述
べ
て

も
い
た
（
駒
井
一
九
四
八
）。
和
田
清
は
七
世
紀
に
中
国
東
北
部
の
靺
鞨
の
人
々
が
北
海

ま
っ
か
つ

道
に
も
居
住
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
（
和
田
一
九
五
四
）。
靺
鞨
の
文
字
は
多
賀
城
碑

（
図
３－

８
）
や
続
日
本
紀
に
見
え
て
い
て
、
正
倉
院
文
書
の
記
載
か
ら
阿
之
波
世
（
ア
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シ
ハ
セ
）
と
読
ま
れ
、
こ
の
読
み
方
は
書
紀
の
粛
慎
の
読
み
方
と
一
致
し
て
い
る
（
児

島
一
九
八
四
、
寺
島
一
七
一
二
）。

こ
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
土
器
、
あ
る
い
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
は
、
主
と
し
て
北
海
道
の

考
古
学
研
究
者
が
解
明
し
た
も
の
で
清
野
謙
次
、
米
村
喜
男
衛
、
新
岡
武
彦
、
河
野
広

道
、
名
取
武
光
、
後
藤
寿
一
等
の
調
査
に
よ
り
、
土
器
型
式
の
設
定
は
一
九
三
三
年
に

な
さ
れ
、
文
化
的
な
意
義
に
つ
い
て
は
一
九
三
四
年
に
後
藤
寿
一
が
『
考
古
学
雑
誌
』

に
発
表
し
、
そ
れ
が
喜
田
ら
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
後
藤
一
九
三
四
）。

オ
ホ
ー
ツ
ク
式
土
器
は
非
常
に
長
い
間
使
用
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
書
紀
の
粛
慎
人

の
遺
物
は
ほ
ぼ
七
世
紀
代
の
も
の
で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
の
う
ち
刻
文
土
器
と
称
さ
れ
る

大
陸
か
ら
サ
ハ
リ
ン
、
千
島
に
及
ぶ
一
連
の
土
器
の
時
期
が
ほ
ぼ
相
当
す
る
と
考
え
ら

れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
刻
文
土
器
の
分
布
に
つ
い
て
、
近
年
、
道
南
の
奥
尻
島
に

遺
跡
が
発
見
さ
れ
、
六
世
紀
代
か
ら
七
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
居
住
者
の
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
た
（
道
埋
文
二
〇
〇
三
）。

本
州
の
北
部
で
は
、
六
世
紀
に
は
土
師
器
を
使
用
す
る
文
化
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ

の
時
期
の
土
師
器
が
北
海
道
で
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
遺
跡
で

も
、
続
縄
文
末
期
か
ら
擦
文
初
期
に
か
け
て
の
遺
跡
で
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
本
州
北

部
の
土
師
器
に
は
、
北
海
道
の
続
縄
文
土
器
の
器
形
と
似
た
も
の
が
認
め
ら
れ
る
が
無

文
で
あ
る
。
北
海
道
で
は
続
縄
文
土
器
の
器
形
を
継
承
し
、
そ
れ
ま
で
の
縄
文
の
代
わ

り
に
沈
線
文
に
よ
る
文
様
を
主
と
す
る
擦
文
土
器
が
出
現
す
る
。

六
世
紀
代
に
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
七
世
紀
前
半
に
は
東
北
地
方
の
広
い
範
囲
に
量

は
少
な
い
が
沈
線
文
の
つ
け
ら
れ
た
土
師
器
が
出
現
す
る
。
こ
れ
は
北
海
道
系
の
擦
文

土
器
使
用
者
が
、
東
北
地
方
に
南
下
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
青
森
県

（
宇
部
一
九
九
七
）、
岩
手
県
（
高
橋
信
雄
一
九
八
二
、
高
橋
與
右
衛
門
一
九
九
七
、
光
井
一
九

八
七
）、
秋
田
県
（
高
橋
学
一
九
九
七
）、
さ
ら
に
宮
城
県
（
村
田
一
九
九
七
）
に
あ
り
、

新
潟
県
で
も
器
形
の
特
色
か
ら
東
北
北
部
か
ら
北
海
道
方
面
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
資
料
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
春
日
二
〇
〇
六
）。
こ
の
事
例
が
、
北
部
か
ら
の

人
々
の
南
下
を
示
す
と
す
れ
ば
、
皇
極
紀
の
記
事
は
そ
の
意
味
を
伝
え
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

皇
極
紀
に
は
、
元
年
九
月
条
に
「
越
辺
の
蝦
夷
数
千
内
附
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
記
事
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
越
の
地
域
の
北
方
か
ら
そ
の
境
を
越
え
て
数
千
の
人
々

が
侵
入
し
て
き
て
、
服
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
現
実
に
は
そ

の
後
の
経
過
か
ら
見
て
、
越
の
地
域
の
北
方
に
は
秋
田
、
能
代
、
津
軽
と
い
う
蝦
夷
の

地
域
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
の
人
々
と
の
戦
闘
の
結
果
数
千
人
を
服
属
さ
せ
た
と
い

う
よ
う
な
事
件
が
あ
っ
た
様
子
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
人
々
の
と
こ
ろ
へ
北
方
か

ら
数
千
人
の
人
々
が
南
下
し
て
き
た
こ
と
を
考
古
学
的
な
資
料
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
実
際
に
は
、
一
挙
に
数
千
人
と
い
う
人
々
が
来
た
わ
け
で
は
な
く
、

少
し
ず
つ
来
て
い
た
人
々
が
津
軽
か
ら
能
代
、
さ
ら
に
越
の
地
域
へ
と
順
送
り
に
送
り

出
さ
れ
て
、
こ
の
頃
ま
で
に
数
千
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う

か
。
こ
の
異
常
事
態
に
越
の
豪
族
は
、
そ
の
地
域
で
の
対
応
が
出
来
な
い
こ
と
か
ら
中

央
政
府
に
対
策
を
要
請
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
が
九
月
に
な
っ
て
内
附
を
認

め
る
決
定
が
な
さ
れ
、
中
央
政
府
が
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
こ
の
記
事

は
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
ら
の
人
々
を
収
容
す
る
施
設
を
造
る
と
か
、
処
遇
に
つ
い
て
対
策
を
考
え
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
地
域
的
な
問
題
で
は
な
く
、
国
家
的
な
問
題
と
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
書
紀
の
記
事
を
坂
本
は
そ
の
よ
う
に
解
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の

中
央
政
府
は
ス
ム
ー
ズ
に
政
策
を
展
開
で
き
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
か
の
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
対
策
が
進
行
す
る
の
は
大
化
の
改
新
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、

越
の
国
に
渟
足
の
柵
が
完
成
し
柵
戸
を
置
い
た
の
は
大
化
二
年
、
磐
舟
の
柵
を
置
い
た

の
は
大
化
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
に
も
、
そ
の
後
に
も
、
大
化
二
年
、
斉
明

元
年
に
引
き
続
き
蝦
夷
の
親
附
、
内
属
が
認
め
ら
れ
る
。
柵
養
の
蝦
夷
と
い
う
表
現
が

２５２
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見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
内
附
し
た
蝦
夷
の
人
々
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、

越
の
民
と
信
濃
の
民
を
選
ん
で
柵
戸
と
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
内
附
し
た
蝦
夷
の

居
住
地
を
柵
で
囲
み
、
そ
の
周
囲
で
警
護
に
あ
た
っ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
、
農
耕
に

馴
れ
な
い
蝦
夷
の
人
々
に
営
農
の
指
導
を
行
っ
た
も
の
か
、
実
際
に
柵
の
遺
跡
が
発
見

さ
れ
れ
ば
そ
の
実
態
が
よ
り
明
ら
か
に
な
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
柵
養
の
蝦
夷
の

生
活
は
農
業
を
す
る
の
で
な
け
れ
ば
サ
ケ
漁
な
ど
の
漁
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。

政
府
と
し
て
は
、
北
方
か
ら
の
人
々
の
南
下
に
つ
い
て
、
本
格
的
な
対
策
を
講
じ
る

こ
と
を
決
定
し
阿
倍
臣
を
派
遣
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
行
程
の
中
で
大
河
の
河
口
の

海
岸
砂
丘
に
一
〇
〇
〇
人
ほ
ど
の
蝦
夷
が
仮
屋
に
居
住
し
、
そ
の
代
表
が
「
粛
慎
が
来

て
我
等
を
殺
そ
う
と
す
る
の
で
、
そ
ち
ら
に
仕
え
た
い
」
と
言
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

こ
れ
は
そ
れ
ま
で
の
人
々
の
南
下
、
内
附
の
原
因
が
何
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
粛
慎
と
の
戦
闘
で
能
登
の
臣
は
戦
死
し
た
と
い
う
。
奥
尻
島
青
苗
砂
丘
遺
跡
の

オ
ホ
ー
ツ
ク
式
の
住
居
で
子
供
の
人
骨
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
粛
慎
は
敗
れ
て
己
の

へ

ろ

べ

の
し
ま

妻
子
を
殺
し
た
と
書
紀
に
記
さ
れ
て
い
る
。
戦
闘
の
あ
っ
た
の
は「
弊
賂
弁
之
嶋
の
柵
」

で
あ
る
が
、
こ
れ
が
今
日
の
奥
尻
島
南
端
の
青
苗
砂
丘
遺
跡
と
解
さ
れ
て
も
い
る
。

粛
慎
の
代
表
者
を
捕
虜
と
し
て
、
そ
の
ほ
か
ヒ
グ
マ
を
二
頭
連
れ
て
凱
旋
し
た
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
北
海
道
の
道
央
部
か
ら
南
部
の
要
所
に
は
兵
士
を
配
置
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
余
市
町
天
内
山
遺
跡
、
小
樽
市
蘭
島
遺
跡
、
江
別
市
江
別
神
社
遺
跡
、
恵

庭
市
西
島
松
五
遺
跡
、
同
上
島
松
遺
跡
な
ど
で
、
阿
倍
臣
の
遠
征
し
た
頃
の
武
器
を
副

葬
し
た
墓
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

飛
鳥
に
帰
っ
て
、
捕
虜
の
送
還
な
ど
当
面
の
戦
後
処
理
が
決
定
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
長
年
に
亘
る
柵
養
蝦
夷
の
処
遇
に
つ
い
て
も
脅
威
の
な
く
な
っ
た
北
海
道
へ

の
送
還
と
か
、
東
北
各
地
に
配
置
す
る
と
か
、
各
人
の
意
向
も
加
味
さ
れ
た
か
、
柵
養

と
い
う
身
分
か
ら
の
自
活
化
が
図
ら
れ
て
行
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
奥
尻
島
ま
で

分
布
し
て
い
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
刻
文
土
器
は
こ
の
頃
を
境
に
消
滅
す
る
。

当
面
の
戦
後
処
理
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
終
戦
を
境
と

し
て
日
本
海
側
の
島
々
を
は
じ
め
全
道
的
に
刻
文
系
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
土
器
が
姿
を
消

し
、
貼
付
浮
文
系
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
土
器
と
な
る
と
み
て
よ
け
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
考

え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
浮
文
土
器
は
北
海
道
と
千
島
列
島
に
分
布
す
る
の
み
で

サ
ハ
リ
ン
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
日
本
海
側
沿
岸
で
の
分
布
は
僅
か
で
あ
る
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
に
は
外
来
系
の
靺
鞨
本
体
の
人
々
と
、
在
来
の
続
縄
文
系
の
系
譜
を

引
く
人
々
と
が
共
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
戦
後
処
理
の
過
程
で
外
来
者

の
送
還
が
取
り
決
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
在
来
者
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
に
な

じ
ん
だ
人
々
は
、
そ
の
な
じ
ん
だ
生
活
を
続
け
な
が
ら
新
た
に
日
本
国
に
服
属
す
る
靺

鞨
国
の
住
民
と
し
て
の
地
位
が
与
え
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
の
人
々
の

文
化
が
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
代
に
認
め
ら
れ
る
道
東
北
の
貼
付
浮
文
期
の
オ
ホ
ー

ツ
ク
文
化
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

道
央
、
道
南
で
は
阿
倍
臣
ら
と
共
に
粛
慎
と
戦
っ
た
在
地
の
人
々
は
、
正
式
に
渡
嶋

蝦
夷
と
し
て
の
地
位
が
与
え
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
人
々
の
新
た
な
課
題
と

し
て
渟
足
や
磐
舟
の
柵
で
柵
養
さ
れ
て
い
た
蝦
夷
の
帰
還
、
受
け
入
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
る
事
業
な
ど
戦
後
の
地
域
社
会
の
再
生
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
本
州
で
生
活
し
て
い
た
間
に
農
耕
に
な
じ
む
こ
と
と
な
っ
た
ま
だ
若
い
人
々
は
開

墾
用
の
鍬
鋤
の
類
、
斧
、
鎌
な
ど
と
ア
ワ
、
キ
ビ
の
種
子
あ
る
い
は
当
座
の
食
料
な
ど

を
携
え
て
道
央
か
ら
道
南
の
縁
故
の
あ
る
十
勝
茂
寄
期
の
人
々
の
居
住
地
へ
お
も
む

き
、
開
拓
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
北
海
道
へ
の
移
住
は
本

州
で
営
農
を
学
ん
だ
人
々
の
集
団
入
植
と
い
う
形
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
千
歳
市
末

広
遺
跡
（
市
教
委
一
九
八
二
）、
江
別
市
旧
江
別
兵
村
遺
跡
（
河
野
一
九
五
九
）、
栗
沢
町

こ
し
き

由
良
（
札
幌
西
高
一
九
五
九
）
の
遺
跡
で
は
七
世
紀
後
半
と
み
な
さ
れ
る
多
孔
底
の
甑
が

発
見
さ
れ
て
い
る
（
図
３－

３
）。
新
潟
県
で
は
渟
足
・
磐
舟
柵
で
使
用
さ
れ
て
い
た
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と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
春
日
二

〇
〇
三
）
も
の
で
あ
る
が
、
韓

国
で
も
出
土
し
て
い
る
（
金
一

九
七
二
）
の
で
、
本
来
は
そ
ち

ら
か
ら
伝
わ
り
そ
の
時
期
に
使

用
さ
れ
た
も
の
の
様
で
あ
る
。

東
北
北
部
か
ら
北
海
道
に
か
け

て
分
布
が
認
め
ら
れ
る
の
だ

が
、
そ
の
よ
う
な
器
具
は
稲
の

実
る
越
後
で
は
有
用
で
あ
っ
て

も
稲
の
取
れ
な
い
北
海
道
で
は

不
要
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し

く
、
道
内
で
は
こ
れ
ま
で
三
遺

跡
で
三
個
発
見
さ

れ
て
い
る
の
み

で
、
そ
の
他
の
甑

も
稀
で
あ
る
。
住

居
の
形
態
、土
師

器
の
使
用
、
祭
祀

の
方
式
等
、
ま
た

墓
の
造
営
も
ほ
と

ん
ど
本
州
と
変
わ

ら
な
い
の
で
あ

る
。
入
植
地
は
余

市
町
、
江
別
市
、

岩
見
沢
市
、
恵
庭
市
、
千

歳
市
、
厚
真
町
あ
た
り
ま

で
が
範
囲
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
な
お
石
狩
川
沿

い
に
深
川
市
あ
た
り
に
ま

で
延
び
て
い
た
か
も
知
れ

な
い
が
、
今
後
の
調
査
で

明
ら
か
に
さ
れ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
遠
征
時
か
ら

戦
後
の
兵
士
の
駐
屯
地
を

中
心
に
し
た
入
植
地
の
形

成
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
当
時
渡
嶋
と

呼
ば
れ
た
北
海
道
の
蝦
夷

化
し
た
人
々
は
持
統
十
年

紀
の
記
事
か
ら
見
て
、
そ

い

な

り

む

し

の
代
表
伊
奈
理
武
志
を
殖

民
状
況
の
報
告
に
上
京
さ

せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
長
期
的
な
施
策

と
し
て
諸
外
国
か
ら
の
侵
略
に
対
す
る
再
発
防
止
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ

た
。
九
州
の
防
人
の
こ
と
は
種
々
の
記
録
や
万
葉
の
歌
で
知
ら
れ
る
が
、
北
海
道
で
も

同
様
な
お
そ
ら
く
在
地
住
民
を
主
体
に
し
た
防
衛
組
織
が
編
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
、
そ
れ
は
北
海
道
南
部
で
も
北
部
で
も
同
様
に
実
施
さ
れ
て
い
て
、
八
世
紀
前
半
期

と
み
な
さ
れ
る
ウ
サ
ク
マ
イ
遺
跡
群
の
墓
地
（
図
３－

４
）
な
ど
か
ら
発
見
さ
れ
る
蕨 図３－５ 西島松遺跡の墓（Ｐ１０１）

図３－４ ウサクマイＡ遺跡の墓と蕨手刀
（６３－７）

図３－３ 甑の出土した竪穴住居と出土遺物
（市教委『末広遺跡における考古学的調査（下）』より）
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手
刀
の
分
布
が
そ
の
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
恵
庭
市
西
島
松
５

遺
跡
Ｐ－

一
〇
一
の
墓（
図
３－

５
）

で
は
こ
の
時
期
の
鉄
鏃
も
出
土
し
て

い
て
、
武
器
の
一
端
が
知
ら
れ
る（
北

埋
調
報
二
〇
〇
二
）。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

沿
岸
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
墓
か
ら

出
土
す
る
蕨
手
刀
（
図
３－

６
）
と

伴
う
鏃
は
石
鏃
で
あ
る
。
こ
の
頃
の

本
州
と
北
海
道
と
の
間
の
人
員
の
輸

送
や
物
資
の
運
搬
を
一
手
に
取
り
仕

切
っ
て
い
た
の
が
渡
島
津
軽
津
司
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
事
業

は
、
秋
田
城
が
整
備
さ
れ
る
と
そ
こ
に
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
恵
庭
市
出
土

の
「
和
同
開
珍
」「
隆
平
永
寶
」（
図
３－

７－

１
・
２
）、
七
六
二
年
に
建
造
さ
れ
た

宮
城
県
の
多
賀
城
碑
（
図
３－

８
、
安
倍
・
平
川
一
九
九
九
）
に
あ
る
「
靺
鞨
国
」
の

文
字
は
こ
の
間
の
本
州
と
北
海
道
の
通
交
を
示
し
て
い
る
。

第
二
項

擦
文
中
期
の
文
化

道
央
部
で
は
、
そ
れ
以
前
の
土
師
器
の
文
化
か
ら
中
期
の
擦
文
文
化
へ
の
移
行
が
九

世
紀
に
進
み
、
や
が
て
一
二
世
紀
頃
の
擦
文
後
期
の
文
化
へ
と
転
換
し
て
い
く
。
こ
の

時
期
に
は
文
様
の
華
や
か
な
深
鉢
形
土
器
や
浅
鉢
形
土
器
な
ど
が
出
現
す
る
。
道
央
部

の
中
期
擦
文
文
化
で
は
農
耕
が
あ
る
程
度
定
着
し
て
本
州
か
ら
の
補
給
が
途
絶
え
、
自

立
し
た
生
計
を
立
て
る
方
向
へ
と
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
人
口
も
減
少
し
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
農
耕
に
加
え
て
漁
業
が
主
た
る
生
業
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
鉄
器
の
加
工

も
な
さ
れ
て
い
る
。
東
北
北

部
か
ら
九
世
紀
前
半
に
は
秋

田
県
の
須
恵
器
、
一
〇
世
紀

頃
に
は
青
森
県
津
軽
地
方
の

須
恵
器
が
入
っ
て
く
る
（
図

３－

９
）。

八
世
紀
の
東
北
地
方
の
蝦

夷
と
の
戦
争
が
一
段
落
す
る

と
、
出
羽
国
で
は
内
政
の
充
実
を
図
る
方
向
に
政
策
の
重
点
が
移
行
し
、
そ
れ
ま
で
は

渡
嶋
蝦
夷
・
蝦
狄
の
朝
貢
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
九
世
紀
に
は
北
海

道
の
人
々
を
渡
嶋
狄
と
表
記
し
、
私
的
な
交
易
を
主
と
す
る
方
向
へ
と
転
換
し
中
央
豪

族
や
東
北
地
方
の
在
地
豪
族
と
の
個
別
的
な
結
び
つ
き
が
強
ま
り
、
公
的
な
制
度
と
し

て
の
蝦
夷
の
扱
い
は
廃
れ
て
い
く
と
み
ら
れ
る
。
東
北
北
部
の
大
部
分
の
人
々
は
国
の

支
配
を
受
け
る
内
民
化
し
た
俘
囚
等
と
な
り
、
そ
れ
以
外
の
直
接
国
の
支
配
が
及
ば
な

い
よ
り
北
方
の
人
々
を
さ
す
言
葉
と
し
て
夷
地
・
夷
人
と
い
う
言
葉
が
一
〇
世
紀
に
は

使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
（
北
構
一
九
九
一
）。
北
海
道
は
九
世
紀
か
ら
実
質
的
に
夷
地

図３－８ 多賀城碑の拓本
（安倍辰夫・平川南『多賀城碑－その

謎を解く（増補版）』）

図３－６ 目梨泊遺跡のオホーツク文化期の墓

１．和同開珎、２．隆平永寶、
３．湖洲鏡

図３－７ 和同開珎・隆平永寶と湖
洲鏡（『材木町５遺跡調査報告書』
１９８９より）
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化
を
始
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
市
内
の
ウ

サ
ク
マ
イ
Ｎ
遺
跡
出
土
の
富
壽
神
寶
と
い
う

貨
幣
（
北
埋
調
報
二
〇
〇
一
、
口
絵
）
は
、
朝

貢
制
度
が
機
能
し
て
い
た
九
世
紀
初
期
の
遺

物
と
見
る
よ
り
も
私
的
交
易
の
定
着
し
た
時

期
の
遺
物
と
み
な
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
恵
庭
市
の
茂
漁
川
沿
い
の
遺
跡
で
「
和

同
開
珍
」
と
「
隆
平
永
寶
」
が
出
土
し
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
八
世
紀
に
は
そ
の
地
域
の

有
力
者
が
秋
田
城
な
ど
へ
朝
貢
に
出
向
く
慣

わ
し
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
だ

が
、
そ
の
伝
統
が
こ
の
時
期
に
は
絶
え
て
い

た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
ウ
サ
ク
マ
イ
地
区
の

有
力
者
が
出
羽
の
秋
田
、
あ
る
い
は
酒
田
な

ど
に
出
か
け
て
入
手
し
た
も
の
か
も
知
れ
な

い
。
本
州
と
の
関
係
が
、
国
家
的
な
レ
ベ
ル

で
の
扱
い
か
ら
、
私
的
な
非
公
式
な
関
係

へ
、
政
治
的
、
軍
事
的
な
関
係
か
ら
経
済
的

な
関
係
へ
と
転
換
し
た
よ
う
で
あ
る
。
道
内
で
は
そ
れ
ま
で
蝦
夷
と
粛
慎
・
靺
鞨
と
し

て
居
住
地
や
活
動
地
域
が
区
別
さ
れ
て
い
た
の
が
、
そ
の
規
制
が
な
く
な
り
二
者
の
融

合
が
進
行
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

道
北
の
元
地
式
は
礼
文
島
の
元
地
遺
跡
、
上
泊
遺
跡
、
香
深
井
遺
跡
群
な
ど
か
ら
出

土
し
て
い
る
も
の
で
、
器
形
は
擦
文
土
器
と
似
て
い
る
が
器
壁
が
極
め
て
厚
い
土
器
で

あ
る
。
な
お
資
料
が
少
な
く
今
の
と
こ
ろ
実
態
が
不
明
で
あ
る
。
礼
文
島
に
は
貼
付
浮

文
土
器
の
時
期
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
の
沈
線
文
土
器
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
系
譜
を
引

く
も
の
で
あ
ろ
う
と
は
思

う
が
サ
ハ
リ
ン
の
土
器
と

も
似
て
い
る
。
全
体
と
し

て
量
が
多
く
な
い
の
か
も

知
れ
な
い
。
こ
れ
と
文
様

が
似
て
い
る
け
れ
ど
も
、

器
壁
の
薄
い
土
器
が
美
々

７
遺
跡
で
出
土
し
て
い
る

（
図
３－

２－

７
・
８
、

北
埋
調
報
）。

道
東
で
は
ト
ビ
ニ
タ
イ

式
と
い
う
擦
文
土
器
の
形

を
し
て
い
る
が
貼
付
浮
文

土
器
の
系
譜
を
示
す
土
器

が
一
二
世
紀
頃
ま
で
擦
文

土
器
と
共
存
し
て
い
る
。

九
世
紀
代
の
も
の
は
標
津

町
カ
リ
カ
リ
ウ
ス
遺
跡
で

出
土
し
て
い
て
、
ウ
サ
ク

マ
イ
Ｂ
遺
跡
の
擦
文
土
器

と
同
様
な
も
の
が
伴
っ
て

い
る
。
そ
の
後
女
満
別
町
元
町
遺
跡
な
ど
で
中
期
後
半
の
擦
文
土
器
と
共
存
し
て
い
る

（
標
津
町
教
委
一
九
八
二
）。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
で
も
常
呂
地
区
の
遺
跡
で
は
ト
ビ
ニ
タ

イ
式
よ
り
も
む
し
ろ
中
期
の
擦
文
土
器
そ
の
も
の
が
存
在
し
て
い
て
、
ト
ビ
ニ
タ
イ
式

は
十
勝
、
釧
路
、
根
室
地
方
の
道
東
か
ら
南
千
島
に
多
く
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
と

図３－１０ チプニー２遺跡の墓
（道埋文『チプニー２遺跡（２）』北埋調報２０７ ２００３）

図３－９ 末広遺跡出土の９・１０世紀の須恵器
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共
存
す
る
中
期
擦
文
土
器
の
母
体
は
前
期
の
十
勝
茂
寄
式
の
系
譜
を
引
く
十
勝
太
式
と

考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

擦
文
中
期
の
遺
跡
と
遺
物

千
歳
市
の
中
期
擦
文
文
化
の
代
表
的
な
遺
跡
は
千
歳
神
社
裏
遺
跡
で
あ
る
。
河
野
広

道
氏
に
よ
り
発
掘
さ
れ
た
の
は
一
九
三
一
年
十
月
で
、
出
土
し
た
深
鉢
は
直
ち
に
復
元

さ
れ
、
十
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
札
幌
の
植
物
園
内
の
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
一
回

北
海
道
先
史
時
代
遺
物
展
覧
会
」
に
「
大
形
刻
紋
土
器
」
と
し
て
出
品
さ
れ
た
。
一
九

三
二
年
一
月
に
は
そ
の
目
録
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
北
大
博
物
館
・
犀
川
会
一
九

三
二
）。
そ
の
後
、
一
九
三
二
年
五
月
に
東
京
で
出
版
さ
れ
て
い
る
学
術
雑
誌
に
「
深

鉢
型
擦
紋
土
器
」
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
報
告
さ
れ
た
（
河
野
一
九
三
二
）。

一
九
三
三
年
二
月
に
は
東
京
の
雑
誌
『
ド
ル
メ
ン
』
に
写
真
が
転
載
さ
れ
、
同
年
六
月

に
は
北
海
道
原
始
文
化
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
て
、
そ
の
図
録
に
も
掲
載
さ
れ
、
全
国
的

に
有
名
に
な
り
、
後
に
は
海
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
擦
文
土
器
が
有
名
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
刷
毛
目
の
あ
る
擦
文
土
器
は
土
師
器
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
小
林

行
雄
が
指
摘
し
、
刻
文
の
あ
る
土
器
を
擦
文
土
器
と
し
て
坪
井
清
足
が
解
説
し
て
い
た

（
小
林
一
九
五
九
、
坪
井
一
九
五
九
）。
戦
後
の
駐
留
米
軍
の
マ
ッ
コ
ー
ド
が
田
中
遺
跡
で

竪
穴
住
居
跡
を
発
掘
し
、
ア
メ
リ
カ
で
報
告
さ
れ
て
い
る
（
Ｍ
ａ
ｃ
Ｃ
ｏ
ｒ
ｄ
一
九
六

〇
）。
こ
の
遺
跡
の
土
器
は
中
期
か
ら
後
期
の
も
の
と
見
る
の
が
良
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
炭
素
に
よ
る
年
代
測
定
が
な
さ
れ
一
一
〇
〇
±
一
六
〇
年
前
と
報
告
さ
れ
て
い

る
。
一
九
六
三
年
に
は
大
場
利
夫
等
に
よ
り
、
蘭
越
遺
跡
の
調
査
が
行
わ
れ
、
中
期
末

頃
の
竪
穴
住
居
跡
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
（
大
場
他
一
九
六
七
）。
一
九
七
三
年
に
は
石
附

喜
三
男
に
よ
り
ウ
サ
ク
マ
イ
地
区
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
（
石
附
一
九
七
四
）。
石

附
は
擦
文
文
化
の
研
究
を
テ
ー
マ
と
し
、
資
料
の
編
年
を
行
い
歴
史
的
意
義
を
考
え
た

の
だ
が
、
千
歳
市
内
の
資
料
を
多
く
利
用
し
て
い
る
。
千
歳
神
社
裏
の
土
器
を
初
期
の

擦
文
土
器
と
考
え
、
そ
れ
以
前
に
ウ
サ
ク
マ
イ
Ｂ
遺
跡
や
同
Ｎ
遺
跡
の
土
器
の
類
を
位

置
付
け
、
そ
れ
を
第
�

期
、
千
歳
神
社
の
よ
う
な

も
の
を
第
�
期
と
し
、
以

下
第
�
期
ま
で
の
序
列
を

考
え
て
い
る
（
石
附
一
九

八
四
）。
土
師
器
の
文
化

を
そ
の
前
に
置
い
て
い
て

そ
の
時
期
を
八
世
紀
、
�

期
を
横
走
す
る
沈
線
の
あ

る
も
の
と
し
て
、
八
世
紀

末
か
ら
九
世
紀
前
半
の
年

代
と
微
妙
な
表
現
を
さ
れ

て
い
た
。
�
期
の
ウ
サ
ク

マ
イ
Ｎ
遺
跡
の
横
走
沈
線

文
の
あ
る
資
料
に
は
、
糸
切
痕
の
あ
る
土
師
器
な
ど
を
伴
う
こ
と
か
ら
九
世
紀
前
半
と

み
な
さ
れ
、
石
附
の
�
期
の
後
半
と
も
言
え
る
の
だ
が
、
今
は
こ
こ
か
ら
中
期
の
擦
文

土
器
と
し
て
ほ
ぼ
八
九
世
紀
の
間
で
前
期
中
期
を
区
分
し
て
い
る
。
�
期
の
前
半
に
相

当
す
る
八
世
紀
代
の
土
器
の
類
は
前
期
の
土
師
器
に
含
め
て
扱
っ
て
い
る
。
今
で
は
石

附
が
想
定
し
た
初
期
の
姿
と
は
そ
の
内
容
が
大
き
く
異
な
っ
て
き
て
い
る
。
�
期
に
は

口
縁
に
綾
杉
状
の
楔
形
列
点
文
の
あ
る
も
の
、
�
期
に
は
末
広
�
Ｈ－

五
五
竪
穴
の
資

料
等
が
当
て
ら
れ
て
い
て
、
こ
こ
ま
で
が
中
期
の
範
囲
に
入
る
。
大
ま
か
に
み
て
、�
・

�
期
が
中
期
前
半
、
�
・
�
期
が
中
期
後
半
に
相
当
す
る
。
市
内
で
集
落
を
な
す
竪
穴

住
居
跡
は
末
広
遺
跡
に
各
時
期
の
も
の
が
認
め
ら
れ
る
（
大
谷
一
九
八
二
）。
末
広
�
類

が
前
期
後
半
、�
類
ａ
・
ｂ
１
が
中
期
前
半
、同
ｂ
２
が
中
期
後
半
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。

美
々
８
遺
跡
は
、
竪
穴
住
居
跡
が
き
わ
め
て
少
な
く
、
焼
土
が
非
常
に
多
い
遺
跡
で
、

図３－１１ ウサクマイＣ遺跡の墓
（市教委『ウサクマイ遺跡群の考古学的調査』１９７９）
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土
器
が
擦
文
文
化
の
初
頭

か
ら
終
末
ま
で
ほ
と
ん
ど

途
切
れ
る
こ
と
な
く
多
量

に
出
土
し
て
い
る
。
千
歳

地
域
か
ら
太
平
洋
へ
通
じ

る
主
要
な
船
乗
り
場
で

あ
っ
た
ら
し
く
、
人
員
や

物
資
の
集
結
、
集
荷
場
所

と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

墓
地
は
チ
プ
ニ
ー
２
遺

跡
で
伸
展
葬
と
み
な
さ
れ

る
例
が
あ
り
、
鍬
先
な
ど

鉄
製
品
が
副
葬
さ
れ
て
い

た
（
図
３－

１０
、
北
埋
調
報
二
〇
〇
二
）。
中
期
前
半
の
末
頃
と
み
な
さ
れ
る
。
ウ
サ
ク

マ
イ
Ｃ
遺
跡
で
は
円
形
プ
ラ
ン
の
深
い
穴
に
屈
葬
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
例
が
あ
る

（
図
３－

１１
）。
時
期
は
中
期
後
半
で
あ
る
。

末
広
遺
跡
を
は
じ
め
、
中
期
の
遺
跡
か
ら
須
恵
器
が
多
く
出
土
し
、
九
世
紀
前
半
に

は
秋
田
城
付
近
の
製
品
が
多
く
、
一
〇
世
紀
前
後
に
は
津
軽
の
製
品
が
渡
来
し
て
い

る
。
津
軽
で
は
近
年
詳
細
に
窯
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
て
概
要
が
知
ら
れ
る
（
藤
原

二
〇
〇
七
）。
こ
の
窯
跡
は
青
森
県
五
所
川
原
市
前
田
野
目
に
あ
り
、
生
産
期
間
は
一

〇
世
紀
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
四
〇
基
ほ
ど
の
窯
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
て
、
前

期
二
六
基
、
後
期
一
四
基
と
さ
れ
て
い
る
。
初
期
に
は
食
膳
具
が
多
く
、
後
期
に
は
大

形
の
甕
（
図
３－

９－

５
）
の
生
産
が
多
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
窯
跡

の
調
査
は
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
関
連
す
る
工
人
組
織
や
、
そ
の
集
落
、
主
た

る
供
給
地
な
ど
全
体
的
な
関
連
性
が
よ
く
分
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
年
代
に
つ
い
て

も
仮
定
的
で
、
今
後
よ
り
一
層
厳
密
な
調
査
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
三
項

擦
文
後
期
の
文
化

後
期
の
年
代
を
示
す
資
料
は
あ
ま
り
多
く
な
い
が
、
そ
の
例
と
し
て
釧
路
市
材
木
町

五
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
方
形
の
湖
州
鏡
（
図
３－

７－

３
、
釧
路
市
教
委
一
九
八
九
）
が

あ
る
。
こ
れ
は
後
期
後
半
の
時
期
の
住
居
跡
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
、
後
期
後
半

の
年
代
が
一
二
か
ら
一
三
世
紀
と
さ
れ
る
鏡
の
年
代
（
久
保
一
九
九
九
）
に
相
当
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
、
仮
に
そ
の
年
代
を
一
二
〇
〇
年
頃
と
す
る
と
、
そ
れ
以
前
の
後
期

前
半
の
時
期
は
一
一
〇
〇
年
頃
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
目

安
で
、
後
期
前
半
を
一
一
か
ら
一
二
世
紀
、
後
期
後
半
を
一
二
か
ら
一
三
世
紀
と
考
え

て
お
き
た
い
。
後
期
全
体
と
し
て
は
一
一
世
紀
後
半
か
ら
一
三
世
紀
に
か
け
て
と
み
な

す
こ
と
と
な
る
。

あ
ま
り
須
恵
器
を
伴
わ
ず
、
漆
器
な
ど
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
土
器
か
ら
木
器
へ
の
転

換
が
進
ん
だ
時
期
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
鏡
、
刀
剣
な
ど
、
本
州
産
物
の
流
入
が
多
く

な
っ
た
時
期
と
考
え
ら
れ
、
土
器
は
最
後
に
深
鉢
形
だ
け
が
残
る
が
、
そ
れ
が
土
鍋
に

転
換
す
る
と
擦
文
土
器
の
時
代
は
終
わ
る
と
み
な
さ
れ
る
。

後
期
前
半
の
時
期
の
遺
跡
で
は
装
飾
文
様
の
あ
る
高
坏
形
の
土
器
が
多
く
認
め
ら
れ

る
。
深
鉢
に
は
綾
杉
状
の
沈
線
文
な
ど
が
幅
広
く
施
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
道
南
か
ら

青
森
県
に
も
及
ん
で
い
る
。
市
内
で
は
末
広
遺
跡
、
ユ
カ
ン
ボ
シ
Ｃ
１５
遺
跡
、
丸
子
山

遺
跡
、
梅
川
３
・
４
遺
跡
、
チ
プ
ニ
ー
２
遺
跡
、
美
々
８
遺
跡
に
認
め
ら
れ
る
が
、
美
々

八
遺
跡
と
チ
プ
ニ
ー
２
遺
跡
に
や
や
ま
と
ま
っ
て
い
て
他
は
断
片
的
で
あ
る
。
後
期
後

半
の
遺
跡
は
末
広
遺
跡
、
ユ
カ
ン
ボ
シ
Ｃ
１５
遺
跡
、
オ
サ
ツ
２
遺
跡
、
キ
ウ
ス
５
遺
跡
、

美
々
８
遺
跡
に
認
め
ら
れ
る
。
土
器
の
文
様
の
施
さ
れ
る
幅
が
せ
ま
く
な
る
と
み
な
さ

れ
る
。な
お
京
都
国
立
博
物
館
に
は
、こ
の
時
期
の
深
鉢
形
土
器
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

図３－１２ 東北北洋の擦文土器の変遷と分布
（斎藤淳「本州における擦文土器の変遷と分布について」『海と考
古学とロマン』から、擦文土器後期後半に相当しそうなグループ
の分布図を示したもの）
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千
歳
演
習
場
出
土
と
さ
れ
て
い
て
（
京
都
国
博
一
九
九
四
）、
一
九
五
四
年
頃
に
出
土
し

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

後
期
の
遺
跡
は
道
央
部
に
も
道
東
、
道
北
に
も
広
く
認
め
ら
れ
る
の
だ
が
、
竪
穴
住

居
か
ら
な
る
集
落
は
海
岸
に
近
い
河
口
付
近
か
大
河
川
中
流
域
に
集
中
す
る
よ
う
で
、

そ
の
他
の
内
陸
部
で
は
大
規
模
な
遺
跡
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
斜
里
町
須
藤
遺
跡

（
斜
里
町
教
委
一
九
八
一
）
で
は
後
期
前
半
期
の
住
居
に
ト
ビ
ニ
タ
イ
式
の
新
し
い
時
期

の
も
の
が
伴
っ
て
い
た
。
同
様
の
状
況
は
根
室
、
釧
路
地
方
で
も
認
め
ら
れ
る
が
、
後

期
後
半
の
集
落
で
は
ト
ビ
ニ
タ
イ
式
の
系
譜
を
と
ど
め
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ

な
く
な
る
。
か
ま
ど
の
あ
る
方
形
プ
ラ
ン
の
竪
穴
住
居
跡
が
道
東
の
縁
辺
ま
で
分
布
す

る
の
が
後
期
後
半
の
時
期
で
あ
る
。

道
南
で
は
後
期
前
半
期
の
土
器
は
存
在
す
る
が
、
ま
だ
集
落
跡
な
ど
は
認
め
ら
れ
な

い
。
多
い
の
は
、
そ
れ
ら
の
前
半
期
の
も
の
よ
り
は
新
し
い
、
後
半
期
に
相
当
す
る
集

落
で
、
松
前
町
札
前
遺
跡
を
は
じ
め
各
地
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。
鍛
冶
を
し
て
い
る
例

が
多
い
。
奥
尻
島
青
苗
貝
塚
で
は
ア
シ
カ
や
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
骨
、
ア
ワ
ビ
の
貝
殻
な
ど

も
発
掘
さ
れ
て
い
て
エ
ゾ
と
呼
ば
れ
た
夷
人
の
姿
が
知
ら
れ
る
（
佐
藤
一
九
七
九
）。

青
森
県
で
知
ら
れ
て
い
る
擦
文
土
器
の
分
布
は
時
期
に
よ
り
違
い
が
あ
る
と
み
な
さ

れ
る
が
、
後
期
後
半
の
土
器
は
津
軽
地
域
に
広
く
分
布
し
（
図
３－

１２
、
斎
藤
二
〇
〇

二
）、
北
海
道
に
お
け
る
日
本
海
沿
岸
の
檜
山
地
方
の
分
布
と
あ
わ
せ
て
み
る
と
き
、

そ
の
範
囲
が
津
軽
安
藤
氏
の
権
益
の
範
囲
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が

鎌
倉
政
権
の
エ
ゾ
管
領
と
言
わ
れ
た
安
藤
氏
の
直
接
支
配
地
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の

範
囲
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
で
の
珠
洲
製
品
の
分
布
、
あ
る
い
は
流
刑
者
の
移
送
、
ま
た

鏡
や
内
耳
土
器
な
ど
の
流
入
が
こ
こ
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
津
軽
地
方
か
ら
運
ば
れ
、

道
内
に
広
が
り
、
さ
ら
に
各
集
落
で
の
鍛
冶
の
作
業
な
ど
あ
ら
た
な
中
世
的
世
界
の
形

成
が
推
進
さ
れ
て
行
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

第
四
項

中

世

陶
磁
器
と
出
土
銭

近
年
の
発
掘
調
査
に
よ
り
陶
磁
器
資
料
が
増
加
し
て
お
り
、
中
近
世
期
の
道
央
部
に

お
け
る
陶
磁
器
類
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
千
歳
に
お
い
て
も
、
日
本

海
に
向
か
っ
て
流
行
す
る
千
歳
川
本
流
の
河
岸
に
立
地
す
る
末
広
遺
跡
か
ら
、
一
五
世

す

ず
さ
ん
す
り
ば
ち

か
い
ゆ
う

紀
前
半
の
珠
洲
産
擂
鉢
、
瀬
戸
美
濃
産
天
目
茶
碗
、
一
六
世
紀
の
瀬
戸
美
濃
産
灰
釉
小

皿
、
中
国
製
染
付
皿
や
線
描
き
蓮
弁
文
を
も
つ
青
磁
碗
、
一
七
世
紀
前
半
の
越
前
産
擂

鉢
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。ま
た
、太
平
洋
に
流
れ
る
美
沢
川
の
河
岸
に
立
地
す
る
美
々

８
遺
跡
に
お
い
て
も
末
広
遺
跡
と
同
様
の
陶
磁
器
類
が
出
土
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
旧
長
都
沼
周
縁
部
に
立
地
す
る
チ
プ
ニ
ー
２
遺
跡
で
一
四
世
紀
後
半

か
ら
一
五
世
紀
前
半
の
蓮
弁
文
を
も
つ
中
国
製
青
磁
碗
、
ト
メ
ト
川
３
遺
跡
で
一
六
世

紀
後
半
の
唐
津
産
擂
鉢
、
釜
加
遺
跡
で
一
七
世
紀
後
半
の
備
前
系
片
口
擂
鉢
（
写
真
３

－

１
）
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

出
土
状
況
を
見
る
と
末
広
遺
跡
や
美
々
８

遺
跡
の
よ
う
な
器
種
や
生
産
地
、
生
産
年
代

が
異
な
る
複
数
の
資
料
を
出
土
す
る
遺
跡

と
、
チ
プ
ニ
ー
２
遺
跡
の
よ
う
に
単
独
で
出

土
す
る
遺
跡
に
大
別
で
き
る
。
前
者
の
末
広

遺
跡
で
は
和
人
の
女
性
と
思
わ
れ
る
墓
が
あ

り
、
美
々
８
遺
跡
は
交
易
の
拠
点
と
し
て
利

用
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。

両
遺
跡
と
も
和
人
が
居
留
し
て
い
た
可
能

性
が
極
め
て
高
く
、
和
人
文
化
と
の
密
接
な

関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
チ
プ
ニ
ー
２

遺
跡
や
ト
メ
ト
川
３
遺
跡
で
は
ア
イ
ヌ
の
住

写真３－１ 釜加遺跡出土の備前系片口擂鉢（１７世紀後半）
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居
（
チ
セ
）
跡
か
ら
単
独
で
出
土
し
て
お
り
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
中
で
使
用
法
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

出
土
し
た
主
な
銭
貨
は
、
中
世
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
本
州
で
流
通
し
た
渡
来
銭

き
ね
い

と
呼
ば
れ
る
北
宋
の
皇
宋
通
宝
・
熙
寧
元
宝
・
元
祐
通
宝
な
ど
や
、
明
の
洪
武
通
宝
・

永
楽
通
宝
で
あ
る
。

さ
し
ぜ
に

末
広
遺
跡
か
ら
は
、
二
〇
枚
が
つ
づ
ら
れ
た
緡
銭
の
状
態
で
出
土
し
て
お
り
、
貨
幣

経
済
を
背
景
に
活
動
し
て
い
た
和
人
の
存
在
を
窺
わ
せ
る
。
ア
イ
ヌ
文
化
で
は
、
銭
貨

は
墓
か
ら
の
出
土
す
る
例
が
多
く
、
貨
幣
と
し
て
で
は
な
く
装
飾
品
の
一
部
や
、
緒
締

め
金
具
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。
今
の
と
こ
ろ
、
中
近
世
の
対
和
人
や
渡
海
交
易
な

ど
に
伴
う
ア
イ
ヌ
の
銭
貨
使
用
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
。

２６０
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